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2 La- 1 視覚 障害者の社会生活適応訓練過程における衣生活行動 のバリアについて

○ 春 日　 綾　　 大 村 知 子　　 （ 静 岡 大 ）

【目的】本研究は、2000年1 月に交通事故により視覚を完全に失った受傷者が、生活活動復

帰への訓練過程において遭遇したバリヤに関する事例報告に基づく。本報告では、衣生活行

動におけるバリヤフリーヘの試みや政策への提言、バリヤーフリーに関する教育課題や障害

の疑似体験授業の方法など、家庭科教育に資することを目的に考察を試みる。

【方法】事例報告の対象者は、本学会にも研究発表業績を有し、家庭科教育に関する基礎知

識と経験をもち、一瞬にして視覚と嗅覚を失った者である。資料は、障害者としての生活

復帰プロセスにおけるバリヤー体験を受傷者が生活科学の視点から記録していた資料およびそ

の後の聞き取りによる調査資料と実践の記録である。今回は衣生活行動とそれらに関わる

情報の受容とコミニュケーションに関してのバリアについて報告する。

【結果】中途失明者にとって、衣服構造の判別や着脱では時間をかければクリヤーし易いが、

コーディネートの自立は極めて困難で、装うということは日常的な欲求であり、ストレス

の一因になりやすい。管理においては、糸印を付ける工夫により個別に判別でき、自己管

理が可能になるとともに洗濯などの家事参加ができて、家族との共同生活の適応や生活意

欲も増した。製作の試みでは、失明以前の児童期の編み物学習の経験が有効に作用した。

本研究の一部は静岡県「しずおかユニバーサルデザイン研究」の助成によった。

2 La-2　　　　バ リアフ リーの衣服 デザイ ンに関す る基礎 的研究

一 手指の障害においてー

大村知子* ○稲見直子“　　 （*静岡大、“ 静岡大・院）

【目的】高齢者や障害者は平衡能や手指の巧緻性・筋力・視覚機能などの動作機能が衰えるた

め、衣服の着脱動作が困難となる。衣服の着装行動の自立は日常生活の自立の基礎となるとと

もに、精神的自立にも関与すると考えられる。そこで、着脱におけるバリアフリーの衣服デザ

インについての基礎資料を得ることを目的として、手指の障害と明きの留め具との関係につい

て着衣実験を実施した。

【方法】障害の条件は、両手親指の機能不全とした。被験者は左右の手指に障害を設定した女子

学生12 名で、握力の平均は右26.9kg 、左25.8kg であった。実験衣は布帛の前あきの長袖・

衿付きブラウスで、留め具はボタン( 直径1.3cm 、2.0cm ）、スナップ、ファスナー、ループホ

ールボタン、マジックテープの ６ 種類とした｡ボタンは前明きに５個、左右のカフスに１個ず

つとした。ビデオカメラで被験者の前方から動作を撮影し、動作分析をした｡着脱の難易性につ

いての官能検査は４段階評価で行なった。

【結果】留め具の位置による着脱の難易度は、一番上とカフスの難度が高く、いずれの留め具

も脱衣のほうが容易であった｡スナップは着衣時と脱衣時との難易差が大きく､マジックテープ

とファスナーはその差が小さかった。着脱所要時間を最も要したのは、ボタンであった。
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